
令和５年３月２９日 

東日本高速道路株式会社 

北海道支社 

「第１３回北海道高速道路の四季フォトコンテスト」入賞作品決定 

～「過去最高」レベルの応募作品から１３点が入賞～ 

ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社（札幌市厚別区）は、令和４年（２０２２年）５月から１２月にかけて作品

を募集した「第１３回北海道高速道路の四季フォトコンテスト」について、北海道教育大学の伊藤隆介

教授による厳正な審査を経て、２２５名の方から寄せられた計６３７点の応募作品の中から、計１３点

の入賞作品（別紙）を決定しました。 

「高速道路のある風景」部門（高速道路部門）の最優秀賞には、神保吉数さん（新ひだか町）の作品

『夕焼けの空』が、「北海道の四季」部門（四季部門）の最優秀賞には、hiroさん（札幌市）の作品『雪の

中の妖精』がそれぞれ選ばれました。 

本コンテストは、道内の高速道路への親しみの醸成や道内の魅力的な風景の発信を通じた観光促

進などを目的として、平成２０年（２００８年）から開催しているコンテストで、道内の高速道路が風景の

一部になった作品が対象の「高速道路部門」と、北海道の四季を表現した作品が対象の「四季部門」

の２部門で作品を募集しました。 

入賞作品は、ＮＥＸＣＯ東日本の「ドラぷら」内専用ページ（※）でご覧いただけます。 

（※）ドラぷら内専用ページＵＲＬ：https://www.driveplaza.com/trip/area/hokkaido/event/photocon.html 

『雪の中の妖精』  
（「北海道の四季」部門 最優秀賞） 

『夕焼けの空』 
（「高速道路のある風景」部門 最優秀賞） 

https://www.driveplaza.com/trip/area/hokkaido/event/photocon.html
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『夕焼けの空』 

 

 

～高速道路部門最優秀賞受賞作品について～ 

〇撮影時期  ２０２２年９月 

〇撮影場所  小樽市周辺 

〇撮影者・神保吉数さんのコメント 

夕焼けに染まらなかったが、筋雲が微かに色がついた。川

と高速道路を入れて撮影した。 

 

審査員・伊藤隆介教授の講評（要旨） 

 

新型コロナウィルスで観光や遠出が難しかった一年であったにもかかわらず、６００点を優に超え

る応募作品が寄せられ、作品の質もおそらく過去最高レベルと言ってよく、賞の数が足りないと思う

ほどに秀作、良作、力作が続出しました。 

「高速道路のある風景」部門最優秀賞の『夕焼けの空』は、夏の夕方が静かで落ち着いた情感

で描かれた作品ですが、一方で立体感のあるレイアウトが魅力です。夕焼け色を帯びた雲が一点

透視法的な遠近で捉えられ、その手前を横切る川と水の動感、さらに上方からダイナミックに割っ

て入る高速道路という三位一体の造形力が見事です。 

「北海道の四季」部門最優秀賞の『雪の中の妖精』は、「北海道の四季」部門初の動物写真によ

る最優秀賞です。目の前に「パッとでてきた一頭の鹿」を撮ったとのことですが、鹿の表情や毛の質

感、舞い散る雪と空気感、遠近に展開する光と影、硬軟のフォーカス（ピント）が相まって、白昼夢

のような一瞬を記録しています。「名人」も多い動物写真の分野では、被写体をドキュメンタリーある

いはドラマ性で捉える場合が多いですが、本作品には今のコンテストには見ないテイストが感じられ

ました。 

新しい春を迎え、新型コロナウィルスをめぐる社会状況も転機を迎えました。今シーズンは、いよ

いよ北海道でも各地を訪ね、ドライブできることでしょう。久々にマスクを外し、深呼吸しながら触れ

る風景、出会う人々は、かつてなく新鮮で魅力的に見えることでしょう。皆さんならではの「シャッタ

ーチャンス」を通した作品を拝見したいと期待しています。（全文は、ドラぷら専用ページでご覧いた

だけます。） 

 

プロフィール 

伊藤 隆介 （いとう りゅうすけ） 

１９６３年札幌市生まれ。映像作家。アートフィルムやビデオアートの分野で、国内 

外の映画祭や美術館などで発表活動を行う。現在は、北海道教育大学で写真を 

含めた映像・メディアアートの教育に携わっている。「村雨ケンジ」名義での漫画評 

論も多数。北海道教育大学芸術・スポーツ文化学科映像研究室教授。シカゴ美 

術館附属大学大学院修了。 
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ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、２０２１年度から２０２５年度までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢

献し、新たな未来社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取り組みを行っています。 

今回の「北海道高速道路の四季フォトコンテスト」は、持続可能な観光業の促進や地域社会の

活性化などにつながる事業活動としてＳＤＧｓの８番と１７番に貢献するものと考えています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高速道路のある風景」部門 

最優秀賞 『夕焼けの空』 ・ 神保吉数 様 （新ひだか町） 

対象作品 ＮＥＸＣＯ東日本が管理する高速道路やＳＡ・ＰＡが風景の一部となっている写真 

 

札樽道/銭函 IC～小樽塩谷 IC/2022 年 9 月撮影 

「高速道路のある風景」 部門 

 最優秀賞・・・・・・・・・・  １名様 

 優秀賞・・・・・・・・・・・・  ２名様 

「北海道の四季」 部門 

 最優秀賞・・・・・・・・・・  １名様 

 春/夏/秋/冬 賞・・・ 各１名様 

「共通」 部門 

 共通賞・・・・・・・・・・・・  ５名様 

優秀賞 『初冬の道東道』 ・ 竹岡盛一 様 （帯広市）          優秀賞 『釣り人』 ・ 今井秀幸 様 （札幌市） 

帯広 JCT/2022 年 11 月撮影                        道東道/千歳東 IC/2022 年 2 月撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象作品 春夏秋冬それぞれの北海道らしさを感じる写真 「北海道の四季」部門 

最優秀賞 『雪の中の妖精』 ・ hiro 様 （札幌市）             夏賞 『羊蹄山の夏』 ・ 長友逸郎 様 （札幌市）  

春賞 『チューリップとムスカリのお花畑』 ・ 馬渕翔 様 （札幌市） 

苫小牧市/2022 年 2 月撮影 

    秋賞 『昇陽の輝き』 ・ 大鹿静彦 様 （北見市） 

真狩村/2021 年 7 月撮影 

上士幌町/2022 年 9 月撮影 

     冬賞 『日勝峠の雪庇』 ・ 穂刈正昭 様 （札幌市） 

札幌市/2022 年 5 月撮影 日高町/2022 年 1 月撮影 



 

 

弟子屈町/１月撮影 

「共通」部門 

共通賞 『支笏湖ブルー』 ・ 長森優子 様 （札幌市）      共通賞 『春を待つ耕地』 ・ 前田啓 様 （札幌市）             

千歳市/2021 年 5 月撮影 

共通賞 『夏のはじまり』 ・ なちゃん 様 （大阪府） 

共通賞 『Times go on』 ・ 伊藤裕也 様 （京都府） 

共通賞 『感動の朝』 ・ sakura 様 （札幌市） 

網走市/2022 年 9 月撮影 

北見市/2022 年 10 月撮影 鹿追町/2022 年 6 月撮影 

美瑛町/2022 年 1 月撮影 


